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一　

は
じ
め
に

　

藤
原
高
光
の
家
集
『
高
光
集
』
は
、
不
詳
部
分
が
多
く
残
さ
れ
た
家
集
で

あ
る
。
高
光
の
出
家
を
贈
答
歌
で
描
い
た
『
多
武
峯
少
将
物
語
』
に
比
べ
、

『
高
光
集
』
の
尋
究
は
途
上
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、『
高

光
集
』
の
配
列
・
構
成
、
編
集
等
に
つ
い
て
再
考
し
、
和
歌
を
詳
解
、
考
察

す
る
。
ま
た
、
諸
資
料
を
精
査
し
、
高
光
の
経
歴
や
、
村
上
天
皇
を
は
じ
め
、

高
光
を
取
り
巻
く
人
々
と
の
関
係
性
、『
多
武
峯
少
将
物
語
』
と
の
関
連
等

に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
れ
ら
を
考
察
、
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
集

に
お
い
て
高
光
を
ど
の
よ
う
な
人
物
と
し
て
造
形
し
よ
う
と
し
た
の
か
を
考

え
た
い
。

二　

藤
原
高
光
の
経
歴

　

藤
原
高
光
は
、
天
慶
二
年
（
九
三
九
）
に
生
ま
れ
、
正
暦
五
年
（
九
九
四
）

に
没
し
た１
。
多
武
峯
少
将
と
号
し
、
法
名
は
如
覚
。
北
家
藤
原
氏
右
大
臣
師

輔
八
男
で
、
母
は
醍
醐
天
皇
皇
女
雅
子
内
親
王
、
安
子
・
伊
尹
・
兼
通
・
兼

家
ら
の
異
母
弟
で
あ
る
。
天
暦
二
年
（
九
四
八
）
に
童
殿
上
、
天
暦
九
年
（
九

五
五
）
一
七
歳
で
従
五
位
下
（
以
下
、
位
階
は
『
三
十
六
人
歌
仙
伝
』
に
拠
る
）。

侍
従
、
左
衛
門
佐
を
経
て
、
天
徳
四
年
（
九
六
〇
）
に
右
近
衛
少
将
と
な
る
。

天
徳
五
年
（
応
和
元
、
九
六
一
）
正
月
、
二
三
歳
で
従
五
位
上
に
叙
さ
れ
る
が
、

同
年
一
二
月
五
日
に
比
叡
山
横
川
で
出
家
を
遂
げ
る
。
翌
年
の
夏
に
は
多
武

峰
に
移
っ
た
。
歌
人
と
し
て
は
三
十
六
歌
仙
の
一
人
で
、『
拾
遺
集
』
以
下

の
勅
撰
集
に
二
三
首
入
集
す
る２
。

　

経
歴
を
兄
弟
と
比
較
す
る
と
、
異
母
兄
伊
尹
は
天
慶
四
年
一
八
歳
で
従
五

位
下
、
天
暦
二
年
二
五
歳
で
従
五
位
上
と
な
る
（『
尊
卑
分
脉
』）。
同
母
弟
為

光
は
天
暦
一
一
年
一
六
歳
で
従
五
位
下
、
応
和
二
年
二
一
歳
で
従
五
位
上
と

な
る
（『
公
卿
補
任
』）。
為
光
の
昇
進
が
や
や
速
い
が
、
高
光
の
昇
進
も
摂
関

家
の
子
息
と
し
て
は
順
風
と
言
え
よ
う
。

　

高
光
の
歌
歴
・
詠
歌
を
見
る
と
、
伝
存
す
る
歌
数
は
約
六
〇
首
。『
多
武

峯
少
将
物
語
』
に
一
八
首
、
本
稿
が
底
本
と
し
た
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵

高
光
集
唐
草
装
飾
本
（
以
下
、
唐
草
本
と
略
称
、
後
述
）
に
三
四
首
あ
る
の
が

そ
の
大
方
で
あ
る
。
両
書
間
に
重
複
歌
は
な
い
。
新
田
孝
子
は
、「『
高
光
集
』

　

『
高
光
集
』
再
考

　

牛
　
山
　
睦
　
子
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は
、
高
光
の
詠
歌
を
す
べ
て
収
録
し
た
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う３
」
と
す
る
。

た
だ
、
高
光
詠
三
四
首
の
う
ち
半
数
の
一
七
首
が
勅
撰
集
に
入
集
し
て
お

り
、
勅
撰
集
の
撰
歌
資
料
に
用
い
ら
れ
る
。

　

唐
草
本
に
見
え
ず
、『
拾
遺
抄
』・『
拾
遺
集
』
に
採
ら
れ
る
の
が
、
次
の

一
首
で
あ
る
。

　
　

さ
く
な
ん
さ　

如
覚
法
師

む
ら
さ
き
の
色
に
は
さ
く
な
む
さ
し
の
の
花
の
ゆ
か
り
と
人
も
こ
そ
見

れ 

（
拾
遺
抄
・
雑
上
・
四
八
二
／
拾
遺
集
・
物
名
・
三
六
〇
）

　

こ
の
他
に
も
、出
典
不
詳
歌
が
四
首
、勅
撰
集
に
入
集
す
る
。『
新
古
今
集
』

雑
下
・
一
七
一
九
、『
続
古
今
集
』
恋
二
・
一
一
二
三
、『
新
拾
遺
集
』
雑
中
・

一
八
一
六
、『
新
後
拾
遺
集
』
雑
下
・
一
三
六
六
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、

唐
草
本
や
『
多
武
峯
少
将
物
語
』
以
外
の
資
料
の
存
在
が
浮
上
す
る
。
し
か

し
、
歌
人
高
光
に
関
す
る
資
料
は
僅
か
で
あ
る
。
父
師
輔
主
催
の
「
天
暦
十

年
八
月
十
一
日
坊
城
右
大
臣
師
輔
前
栽
合４
」
に
「
侍
従
君
」
と
あ
る
の
が
初

見
か
。
一
八
歳
の
詠
と
し
て
、
唐
草
本
八
番
歌
に
「
歌
合
に
」
の
詞
書
で
載

り
、『
新
千
載
集
』
慶
賀
・
二
三
二
四
に
「
題
知
ら
ず
」
と
し
て
入
集
す
る
。

　
　

左　

月　

侍
従
君

よ
ろ
づ
よ
の
ま
つ
に
か
か
れ
る
あ
き
の
月
ひ
さ
し
き
か
げ
を
み
よ
と
な

る
べ
し 

（
坊
城
右
大
臣
殿
歌
合
〈
陽
明
文
庫
蔵
本
〉・
一
）

　

村
上
天
皇
主
催
の
「
天
徳
四
年
三
月
卅
日
内
裏
歌
合５
」
に
右
方
人
と
し
て

参
加
。
同
じ
方
人
に
は
異
母
兄
の
兼
家
、
唐
草
本
中
に
登
場
す
る
藤
原
清

遠
・
藤
原
朝
光
の
名
も
見
え
、
歌
合
の
「
仮
名
日
記
甲
」（
尊
経
閣
文
庫
蔵
十

巻
本６
）
に
は
、
後
宴
で
二
二
歳
の
高
光
が
「
歌
う
た
ひ
に
さ
ぶ
ら
ふ
」
姿
が

描
か
れ
る
。

　
『
安
法
法
師
集
』
四
九
番
詞
書
「
ひ
ご
の
少
将
、
あ
ふ
ぎ
に
大
井
河
に
む

ま
ひ
や
し
た
る
か
た
か
き
て
よ
ま
せ
給
へ
る
」
の
「
ひ
ご
の
少
将
」
は
「
備

後
の
少
将７
」
と
し
て
、
天
徳
五
年
正
月
に
備
後
権
介
と
な
っ
た
高
光
を
指
す

と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、『
続
後
拾
遺
集
』
雑
上
・
一
〇
四
五
・
安
法
法

師
歌
は
、
詞
書
に
「
少
将
高
光
か
し
ら
お
ろ
し
て
多
武
峰
に
侍
り
け
る
に
、

神
無
月
の
比
申
し
つ
か
は
し
け
る８
」
と
あ
り
、「
今
は
と
て
世
を
の
が
れ
け

ん
程
よ
り
も
思
ひ
こ
そ
や
れ
木
の
葉
ち
る
比
」
の
詠
は
、
唐
草
本
一
番
歌

「
か
み
な
づ
き
風
に
も
み
ぢ
の
ち
る
時
は
そ
こ
は
か
と
な
く
も
の
ぞ
か
な
し

き
」
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
安
法
法
師
と
高
光
と
の
具
体
的

な
交
流
は
判
明
し
な
い
。

　
「
天
徳
四
年
三
月
卅
日
内
裏
歌
合
」
の
翌
年
、
応
和
元
年
一
二
月
五
日
に
、

高
光
は
妻
子
を
残
し
て
出
家
し
た
。
そ
の
唐
突
さ
は
、『
村
上
天
皇
御
記
』

応
和
元
年
一
一
月
二
三
日
条
に
「
此
日
春
日
祭
使
右
少
将
高
光
参
入９
」
と
、

直
前
ま
で
春
日
祭
使
を
勤
仕
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
出
家

に
つ
い
て
は
、『
多
武
峰
略
記
』
応
和
元
年
一
二
月
五
日
条
に
「
詣
叡
山
横

川
。
礼
増
賀
上
人
出
家
受
戒Ａ
」
と
記
さ
れ
、『
村
上
天
皇
御
記
』
応
和
元
年

一
二
月
六
日
条
は
「
伝
聞
。
右
近
少
将
高
光
。
昨
日
到
横
川
寺
出
家
之
由Ｂ
」

と
時
日
を
裏
付
け
る
。
翌
年
、
比
叡
山
か
ら
多
武
峰
へ
移
っ
た
こ
と
は
、『
多

武
峰
略
記
』
応
和
二
年
八
月
条
に
「
登
多
武
峰
修
常
行
三
昧
」
と
あ
るＣ
。

　

高
光
の
出
家
と
親
族
の
悲
嘆
を
描
い
た
『
多
武
峯
少
将
物
語
』
は
、
出
家

の
翌
年
、
多
武
峰
に
移
る
前
の
応
和
二
年
夏
頃
ま
で
の
成
立
と
さ
れ
る
。
作

者
を
、
玉
井
幸
助
は
高
光
室
に
近
侍
し
て
い
た
乳
母Ｄ
、
笹
川
博
司
は
高
光
室

や
同
母
妹
愛
宮
に
近
侍
し
た
人
物Ｅ
と
推
定
す
る
。
読
者
に
は
、
師
輔
没
後
の

九
条
流
の
人
々
、
と
り
わ
け
中
宮
安
子
に
献
上
さ
れ
た
と
し
て
、
安
子
を
第
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一
の
読
者
と
想
定
す
る
門
澤
功
成
の
指
摘
が
あ
るＦ
。
本
稿
で
は
、『
多
武
峯

少
将
物
語
』
の
成
立
・
編
者
・
読
者
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
指
摘
に
同
意
す

る
。

　
『
多
武
峯
少
将
物
語
』
冒
頭
は
、「
本
よ
り
か
か
る
御
心
あ
り
け
れ
ど
、
父

お
と
ど
お
は
し
け
る
ほ
ど
は
制
し
き
こ
え
給
ひ
け
れ
ば
、
え
お
ぼ
し
た
た
ざ

り
け
れ
どＧ
」
と
、
出
家
へ
の
意
思
は
も
と
よ
り
堅
固
で
あ
っ
た
が
、
父
に
制

止
さ
れ
思
い
止
ま
っ
て
い
た
と
高
光
の
心
情
を
描
く
。
し
か
し
、
意
思
を
固

め
た
経
緯
は
記
さ
れ
ず
、
そ
れ
が
不
分
明
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、『
栄
花
物
語
』

の
安
子
崩
御
を
理
由
と
す
る
出
家
譚
や
、『
大
鏡
』、『
古
本
説
話
集
』
の
逸

話
、『
新
古
今
集
』
の
村
上
天
皇
と
高
光
の
贈
答Ｈ
が
生
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

三　

底
本
及
び
先
行
研
究

　

伝
本
は
、
四
三
首
ま
で
歌
序
が
す
べ
て
同
一
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
歌
数

に
よ
り
、
四
三
首
本
を
「
基
幹
本
」、
四
三
首
本
に
増
補
歌
を
加
え
た
本
を

「
増
補
本
」
と
大
別
しＩ
、
次
の
七
本
を
参
看
し
た
。

〔
基
幹
本
〕

１ 

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
唐
草
装
飾
本
。
平
安
時
代
末
期
書
写Ｊ
。
本

稿
底
本
。

２ 

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
雲
母
摺
本
。
鎌
倉
時
代
後
期
書
写
。
以
下
、

雲
母
摺
本
と
略
称
。

３ 

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
（
五
一
〇
・
一
二
）
御
所
本
。
一
九
番
歌
が
欠
落

し
た
四
二
首
本Ｋ
。
以
下
、
御
所
本
と
略
称
。

４ 

群
書
類
従
本
。
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
刊
。

５ 

彰
考
館
本
。
兼
盛
集
と
の
合
綴
。
一
四
番
歌
が
欠
落
し
た
四
二
首

本Ｌ
。

〔
増
補
本
〕

６ 

五
二
首
本
：
西
本
願
寺
本
。
一
二
世
紀
初
め
書
写
。『
多
武
峯
少

将
物
語
』
か
ら
九
首
増
補
。『
新
編
国
歌
大
観
』
及
び
『
新
編
私

家
集
大
成
』
の
底
本
。

７ 

四
五
首
本
：
正
保
版
歌
仙
家
集
本
。『
新
古
今
集
』
か
ら
二
首
増

補
。
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
刊
。
以
下
、
正
保
版
本
と
略
称
。

　

底
本
に
は
、
増
補
が
な
い
「
基
幹
本
」
で
、
根
幹
的
な
形
態Ｍ
の
最
古
写
本
、

『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
二
十
巻
、
平
安
私
家
集　

七
』
所
収
の
「
高
光
集

唐
草
装
飾
本
」
を
用
い
た
。

　

該
本
を
注
釈
研
究
上
、
初
め
て
底
本
と
し
た
の
は
笹
川
で
あ
る
。
そ
れ
以

前
は
、
御
所
本
（
阿
部
俊
子
）、
群
書
類
従
本
（
玉
井
、
新
田
孝
子
、
阿
部
は
一

九
番
歌
の
み
）、
正
保
版
本
（
山
口
博
）
を
用
い
て
お
り
、
西
本
願
寺
本
を
底

本
と
し
た
論
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
考
究Ｎ
は
、
成
立
・
増
補
を
除
き
、
相
違
は

少
な
い
。

　

西
本
願
寺
本
に
増
補
さ
れ
る
九
首
は
、
す
べ
て
『
多
武
峯
少
将
物
語
』
か

ら
の
採
歌
で
あ
る
。
師
氏
室
（
西
本
願
寺
本
で
は
師
氏
）
と
高
光
の
贈
答
、
高

光
室
の
長
歌
一
部
、
中
宮
安
子
と
高
光
の
贈
答
、
妹
愛
宮
と
高
光
の
贈
答
と
、

主
に
高
光
と
親
族
の
女
性
た
ち
と
の
贈
答
歌
を
出
家
後
の
交
流
と
し
て
補
充

し
て
い
る
。
正
保
版
本
が
増
補
し
た
二
首
は
、『
新
古
今
集
』
雑
中
・
一
六

二
七
（『
多
武
峯
少
将
物
語
』
三
六
番
歌
を
改
変
）
と
、
雑
下
・
一
七
一
九
（
村
上

天
皇
と
の
贈
答
、
如
覚
の
返
歌
）
で
あ
る
。『
新
古
今
集
』
の
一
七
一
九
は
、『
大

鏡
』
等
か
ら
の
採
歌
で
も
あ
る
。

　

先
行
研
究
の
特
徴
的
な
論
点
（
編
者
、
配
列
・
構
成
、
出
家
理
由
）
を
整
理
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し
て
お
く
。

　

編
者
に
は
諸
説
が
あ
り
、「
明
示
し
が
た
い
」
と
す
る
山
根
對
助
、
敬
語

や
助
動
詞
「
き
」
の
多
用
等
を
根
拠
に
自
撰
と
す
る
山
口
、
芦
田
耕
一
も
自

撰
説
で
あ
る
。
他
撰
説
と
し
て
は
、
島
田
良
二
は
「
高
光
没
後
ま
も
な
く
第

三
者
に
よ
る
編
集
」、
阿
部
は
「『
拾
遺
集
』
の
成
立
よ
り
は
お
く
れ
る
」、

新
田
は
「
時
間
的
に
も
距
離
的
に
も
遠
い
人
物
の
手
に
成
っ
た
も
の
」、
笹

川
も
「
高
光
の
伝
説
化
」
を
図
っ
た
他
撰
と
す
る
。
稿
者
は
、
後
章
で
示
す

唐
草
本
の
配
列
・
構
成
、
編
集
意
図
等
か
ら
、
編
者
は
村
上
天
皇
と
高
光
双

方
に
詳
し
い
、
血
縁
者
周
辺
で
あ
ろ
う
と
想
定
す
る
。

　

配
列
は
、「
ほ
ぼ
年
代
順
」
と
す
る
理
解
が
大
勢
で
あ
り
（
山
根
、
玉
井
、

山
口
、
島
田
、
新
田
）、
笹
川
も
「
高
光
詠
を
年
代
順
に
配
列
し
よ
う
と
し
た

意
図
が
窺
わ
れ
る
」
と
述
べ
る
。
構
成
は
、「
出
家
」
前
後
に
分
け
る
見
方

が
有
力
で
あ
る
（
山
口
、
島
田
、
阿
部
、
新
田
、
笹
川
）。
ま
た
、
配
列
に
絡
め

た
増
補
説
が
あ
る
。
稿
者
は
、
年
代
順
の
配
列
及
び
増
補
説
に
つ
い
て
疑
義

が
あ
り
、
後
述
す
る
。

　

出
家
理
由
に
つ
い
て
は
多
様
で
あ
る
。「
同
族
相
互
の
権
力
争
奪
を
嫌
悪

す
る
等
、
本
性
に
よ
る
」（
玉
井
）、「
雅
子
内
親
王
・
康
子
内
親
王
の
薨
去

に
よ
る
」（
田
代
愛
子
）、「
父
師
輔
の
死
に
伴
う
複
合
的
な
要
因
に
よ
る
」（
山

根
、
芦
田
、
新
田
）
等
で
、
笹
川
は
「
師
輔
の
死
後
、
師
尹
の
息
子
二
一
歳
の

済
時
が
二
三
歳
の
高
光
を
追
い
抜
い
て
、
左
近
少
将
に
任
ぜ
ら
れ
た
」
と
昇

進
の
停
滞
を
重
視
す
る
。

　

以
上
が
主
要
論
点
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
主
に
唐
草
本
を
底
本
と
し
た
笹

川
の
考
証
を
検
証
す
る
。

四　

配
列
の
意
図

　

配
列
を
検
討
す
る
た
め
に
、
図
Ａ
（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）
に
詠
歌
年
が
確
定
で

き
る
一
五
首
全
て
を
抽
出
し
、
歌
番
号
順
に
並
べ
、
年
齢
を
記
し
た
。
唐
草

本
は
、
高
光
の
一
五
、
一
六
歳
頃
（
二
九
番
歌
）
か
ら
、
四
〇
歳
（
三
九
番
歌
）

ま
で
の
詠
を
収
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
配
列
は
、
二
三
歳
時
の
一
番
歌

に
始
ま
り
、
出
家
後
の
二
四
歳
時
に
詠
ん
だ
四
三
番
歌
で
終
わ
る
。
一
番
歌

と
四
三
番
歌
は
時
間
的
に
順
列
し
、
こ
の
二
首
に
よ
り
家
集
は
包
括
さ
れ

る
。
歌
は
年
代
順
に
並
ぶ
部
分
と
、
表
欄
外
に
＊
印
を
付
け
た
よ
う
に
、
年

代
に
逆
行
す
る
部
分
と
が
混
在
す
る
。

　

図
Ａ
に
よ
る
と
、
先
行
研
究
の
「
ほ
ぼ
年
代
順
」
と
い
う
見
方
や
笹
川
の

「
高
光
詠
を
年
代
順
に
配
列
し
よ
う
と
し
た
意
図
」
と
い
う
指
摘
に
同
意
は

で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
出
家
の
前
後
年
で
並
ぶ
歌
を
巻
頭
と
巻
軸
に
配
し
、

巻
頭
で
は
出
家
直
前
の
公
的
な
詠
歌
の
終
わ
り
を
、
巻
軸
で
は
出
家
生
活
の

始
ま
り
を
表
す
と
読
め
る
。
こ
の
配
列
に
よ
り
、
家
集
内
に
は
年
代
順
と
は

異
な
る
時
間
の
流
れ
が
生
じ
、
高
光
の
生
を
往
還
す
る
構
図
が
浮
上
し
て
く

る
。
こ
れ
は
配
列
上
の
意
図
的
な
操
作
で
あ
ろ
う
。

五　

高
光
を
取
り
巻
く
人
々

　

登
場
す
る
人
々
を
概
観
し
、
高
光
が
ど
の
よ
う
に
造
形
さ
れ
て
い
る
か
を

考
察
す
る
。
人
々
を
、
高
光
の
血
縁
者
㋐
と
、
そ
れ
以
外
㋑
（
便
宜
上
Ⓐ
〜

Ⓞ
を
付
し
た
）
に
分
類
し
て
示
す
。

㋐
： 
村
上
天
皇
関
係
七
名
：
村
上
天
皇
、
母
宮
（
高
光
母
、
雅
子
内
親
王
）、

北
宮
（
高
光
継
母
、
叔
母
、
康
子
内
親
王
）、
中
宮
安
子
（
高
光
異
母
姉
）、
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帥
大
納
言
女
、
女
七
宮
、
源
忠
清
。

藤
原
氏
（
高
光
以
外
）
一
〇
名
：
同
母
妹
愛
宮
、
父
師
輔
、
高
光
室
、

叔
父
で
義
父
の
師
氏
、
異
母
兄
伊
尹
、
異
母
兄
兼
通
、
藤
原
佐
理
、

藤
原
清
遠
、
藤
原
朝
光
、
朝
光
室
。

㋑
： 

Ⓐ
一
条
の
お
と
ど
の
も
と
な
る
人
、Ⓑ
う
ち
と
け
て
も
あ
ら
ぬ
人
、

Ⓒ
か
た
へ
の
人
、
Ⓓ
備
後
の
乳
母
、
Ⓔ
人
、
Ⓕ
ま
た
人
、
Ⓖ
西
の

御
、
Ⓗ
人
々
、
Ⓘ
上
の
主
た
ち
、
Ⓙ
内
侍
、
Ⓚ
あ
る
人
の
女
、
Ⓛ

女
の
親
、
Ⓜ
人
、
Ⓝ
あ
る
女
、
Ⓞ
人
。（
稿
者
注
：
Ⓔ
・
Ⓕ
・
Ⓗ
・

Ⓘ
は
不
特
定
多
数
。
Ⓜ
・
Ⓞ
は
不
特
定
の
個
人
）。

　
『
多
武
峯
少
将
物
語
』
で
は
、同
母
妹
愛
宮
、中
宮
安
子
を
含
む
兄
弟
姉
妹
、

亡
き
父
師
輔
、
叔
父
で
義
父
の
師
氏
等
、
高
光
の
親
族
の
み
が
登
場
し
、
贈

答
歌
等
に
よ
っ
て
高
光
出
家
の
諸
相
が
描
き
出
さ
れ
る
。
唐
草
本
と
『
多
武

峯
少
将
物
語
』
と
に
共
通
す
る
人
物
は
、
高
光
室
、
愛
宮
、
安
子
、
師
輔
、

師
氏
、
伊
尹
、
兼
通
の
七
名
で
あ
る
。

　

唐
草
本
で
は
、
こ
の
七
名
に
村
上
天
皇
、
母
宮
（
雅
子
内
親
王
）、
北
宮
（
康

子
内
親
王
）
が
加
わ
る
。
し
か
し
、
㋐
の
中
に
、『
多
武
峯
少
将
物
語
』
に
登

場
す
る
同
母
弟
（
為
光
・
尋
禅
）
や
異
母
兄
（
兼
家
・
忠
君
）、「
鶴
の
子
」
と

詠
ま
れ
た
高
光
女
は
含
ま
な
い
。

　

唐
草
本
に
登
場
す
る
顔
ぶ
れ
は
、
高
光
の
出
家
直
後
の
悲
嘆
を
親
族
が
共

有
す
る
『
多
武
峯
少
将
物
語
』
の
指
向
性
と
は
異
な
っ
て
い
る
。「
出
家
前

の
高
光
」
を
描
く
こ
と
に
比
重
を
置
い
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
唐
草
本
に

お
け
る
出
家
後
の
親
族
と
の
交
流
は
、
従
兄
弟
源
忠
清
（
有
明
親
王
男
、
三
九
、

四
〇
番
歌
）、
甥
藤
原
朝
光
（
兼
通
男
、
四
一
、
四
二
番
歌
）
と
の
贈
答
で
示
さ

れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
出
家
直
後
で
は
な
く
、
空
薫
物
や
祈
祷
の
依
頼

図
Ａ
　
歌
番
号
順
に
み
る
高
光
の
年
齢

　
　
　（
詠
歌
年
が
確
定
で
き
る
高
光
歌
一
五
首
の
み
）

歌
番
号

１

＊＊＊＊＊

３８10

　

12
・
13

14

　

28

　

29

　

30

　

31

　

35

　

39

　

41

　

43

　

年
号
西
暦

応
和
元961

天
暦
九955

天
暦
一
〇956

応
和
元961
年
詠
の
一
首
：
１

番
歌
へ

応
和
二962

年
詠

　
　
　：
43
番
歌
へ

天
徳
三959

天
徳
元957

応
和
元961

天
暦
七953

か

天
暦
八954

天
暦
九955

天
徳
四960

康
保
四967

天
元
元978

貞
元
二977

応
和
二962

年
齢

23

　

17

　

18

　

21

　

19

　

23

　

15
か

16

　

17

　

22

　

29

　

40

　

39

　

24
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等
の
詞
書
か
ら
、
三
九
、
四
〇
歳
頃
の
詠
と
推
定
さ
れ
る
。

　

親
族
以
外
の
㋑
の
人
々
も
、
個
人
は
一
一
名
、
そ
の
大
半
は
詞
書
等
か
ら

女
性
と
分
か
る
。
女
性
た
ち
へ
高
光
が
贈
っ
た
恋
歌
四
首
を
検
討
す
る
。

一
条
の
お
と
ど
の
も
と
な
る
人
に

あ
き
か
ぜ
に
み
だ
れ
て
も
の
は
い
は
ね
ど
も
は
ぎ
の
し
た
葉
の
い
ろ
は

か
は
ら
ず
（
二
）

う
ち
と
け
て
も
あ
ら
ぬ
人
を
、
わ
り
な
き
所
に
ひ
き
と
ど
め
て
、

か
く
や
は
、
と
つ
ま
は
じ
き
を
し
か
く
れ
ば
、
あ
な
か
ま
、
か
た

へ
の
人
も
き
く
ら
ん
と
わ
ぶ
る
に

さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
人
の
き
く
ら
ん
こ
と
も
い
さ
か
く
か
ぎ
り
な
く
も
の

を
思
ふ
身
は
（
七
）

西
の
御
の
ふ
み
た
て
ま
つ
り
た
る
中
に
、
か
く
か
き
て
く
は
へ
た

り
け
る

と
し
を
へ
て
お
も
ふ
心
の
し
る
べ
に
ぞ
そ
ら
も
た
よ
り
の
風
は
ふ
き
け

る
（
二
三
）

又
こ
れ
も
同
人
に

か
た
時
も
わ
す
れ
や
は
す
る
つ
ら
か
り
し
心
の
さ
ら
に
た
ぐ
ひ
な
け
れ

ば
（
二
四
）

　

二
番
歌
は
兄
伊
尹
に
仕
え
る
Ⓐ
の
女
性
へ
、「
慕
う
気
持
ち
は
変
わ
っ
て

い
な
い
」
と
訴
え
、
七
番
歌
で
は
「
心
を
許
し
て
く
れ
な
い
」
Ⓑ
の
女
性
に

対
し
て
、「
人
聞
き
な
ど
ど
う
で
も
い
い
。
こ
ん
な
に
も
の
思
い
し
て
い
る

の
だ
か
ら
」
と
強
く
迫
る
。
Ⓖ
の
「
西
の
御
」
と
い
う
宮
仕
え
女
房
へ
は
二

首
、
そ
の
う
ち
二
四
番
歌
で
は
「
片
時
も
忘
れ
る
も
の
か
。
辛
い
仕
打
ち
を

さ
れ
て
も
」
と
詠
む
。
こ
れ
ら
四
首
の
い
ず
れ
の
歌
に
対
し
て
も
、
女
性
か

ら
の
返
歌
は
な
い
。
二
番
歌
の
「
い
ろ
は
か
は
ら
ず
」
や
二
三
番
歌
の
「
と

し
を
へ
て
」
の
歌
句
は
、
女
性
た
ち
と
高
光
と
の
交
情
の
時
間
を
伝
え
、
女

性
た
ち
と
親
昵
す
る
歌
を
散
在
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
若
き
色
好
み
の
一

面
が
現
れ
る
。
こ
れ
ら
四
首
か
ら
は
、
摂
関
家
の
貴
公
子
が
無
常
感
に
浸
り
、

憂
愁
を
抱
い
て
出
家
に
至
る
と
い
う
よ
う
な
経
緯
は
見
え
て
こ
な
い
。

六　

村
上
天
皇
と
高
光

図
Ｂ
　
略
系
図
（
単
線
は
親
子
関
係
。
二
重
線
は
婚
姻
関
係
）

醍
醐
天
皇

康
子
内
親
王
（
北
宮
）

雅
子
内
親
王
（
母
宮
）

藤
原
経
邦
女
盛
子

安
子

藤
原
師
輔

村
上
天
皇

高
光

　

図
Ｂ
の
略
系
図
に
見
る
よ
う
に
、
村
上
天
皇
と
高
光
と
は
叔
父
と
甥
の
血

縁
で
あ
り
、
義
理
の
兄
弟
に
も
な
っ
た
。
両
者
の
初
対
面
は
高
光
一
〇
歳
の

童
殿
上
の
折
で
、『
九
暦
抄
』
天
暦
二
年
八
月
一
九
日
条
「
高
光
依
召
候
御

前
。
随
仰
暗
誦
文
選
三
都
賦
序
。
帝
感
歎
云
云Ｏ
」
は
、
高
光
が
天
皇
の
御
前

で
『
文
選
』「
三
都
賦
序
」
を
暗
誦
、
叡
感
に
あ
ず
か
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
。

　

唐
草
本
に
村
上
天
皇
の
御
製
は
な
い
が
、
一
・
一
〇
・
三
五
番
歌
の
詞
書
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に
登
場
す
る
。
こ
れ
ら
三
首
は
高
光
の
才
に
特
別
な
意
味
を
付
与
し
、
唐
草

本
の
力
点
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
、
各
歌
の
特
徴
的
な
詞
書
や
語
句
に
は
私

に
傍
線
を
付
し
、
校
異
・
他
出
は
特
に
重
要
な
箇
所
の
み
摘
記
し
た
。

（
１
）
高
光
の
文
才

十
月
九
日
、
冷
泉
院
の
つ
り
殿
に
て
、
神
な
月
と
い
ふ
心
を
か
み

に
お
き
て
よ
ま
せ
給
ひ
し
に

か
み
な
づ
き
風
に
も
み
ぢ
の
ち
る
時
は
そ
こ
は
か
と
な
く
も
の
ぞ
か
な

し
き
（
一
）

　

勅
題
の
「
神
な
月
と
い
ふ
心
を
か
み
に
お
き
て
」
に
対
し
、
高
光
自
身
の

情
感
と
と
も
に
、
冬
の
初
め
の
一
般
的
な
感
情
を
も
掬
い
上
げ
て
み
せ
た
歌

で
あ
る
。『
日
本
紀
略
』
天
徳
四
年
九
月
二
三
日
条
に
「
今
夜
亥
三
剋
内
裏

焼
亡
」
と
内
裏
の
火
災
が
記
さ
れ
、
村
上
天
皇
は
そ
の
後
約
一
年
間
、
冷
泉

院
に
遷
り
住
ん
だ
。
同
書
天
徳
四
年
一
一
月
四
日
条
に
「
天
皇
自
職
曹
司
遷

御
冷
泉
院
」、
応
和
元
年
一
一
月
二
〇
日
条
に
「
今
日
亥
二
点
、
天
皇
自
冷

泉
院
遷
御
新
造
内
裏Ｐ
」
と
見
え
る
。
こ
の
記
録
に
よ
れ
ば
巻
頭
歌
は
、
天
皇

が
新
造
内
裏
に
遷
る
ひ
と
月
程
前
の
、
応
和
元
年
一
〇
月
九
日
の
詠
と
な

る
。
つ
ま
り
、
出
家
直
前
の
歌
を
巻
頭
に
置
い
た
の
で
あ
る
。

　

唐
草
本
以
前
に
、
天
皇
の
命
を
受
け
て
歌
を
奉
る
例
は
、『
貫
之
集
』（
陽

明
文
庫
蔵
本
）
八
一
九
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。『
古
今
和
歌
集
』
撰
集
に

関
す
る
詞
書
だ
が
、
醍
醐
天
皇
の
貫
之
へ
の
信
頼
、
信
任
が
伝
わ
る
。

延
喜
御
時
や
ま
と
う
た
し
れ
る
人
を
め
し
て
、
む
か
し
今
の
人
の

う
た
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ひ
し
に
、
承
香
殿
の
ひ
ん
が
し
な
る
所
に

て
歌
え
ら
せ
給
ふ
、
よ
の
更
く
る
ま
で
と
か
う
い
ふ
ほ
ど
に
、
仁

寿
殿
の
も
と
の
桜
の
木
に
時
鳥
の
な
く
を
き
こ
し
め
し
て
、
四
月

六
日
の
よ
な
り
け
れ
ば
め
づ
ら
し
が
り
を
か
し
が
ら
せ
給
ひ
て
、

め
し
出
で
て
よ
ま
せ
給
ふ
に
た
て
ま
つ
る

こ
と
な
つ
は
い
か
が
な
き
け
ん
時
鳥
こ
よ
ひ
ば
か
り
は
あ
ら
じ
と
ぞ
き

く
（
八
一
九
）

　

平
安
期
の
私
家
集
の
巻
頭
は
、
春
の
歌
が
約
五
割
を
占
め
るＱ
。『
能
宣
集
』

巻
頭
は
春
の
詠
で
あ
り
、
詞
書
中
に
「
円
融
太
上
法
皇
の
在
位
の
す
ゑ
に
、

勅
あ
り
て
家
集
を
め
す
、
今
上
花
山
聖
代
、
ま
た
勅
あ
り
て
お
な
じ
き
集
を

め
す
」
と
、
円
融
、
花
山
両
天
皇
か
ら
家
集
を
召
さ
れ
た
栄
誉
を
記
す
。

　

唐
草
本
に
お
い
て
「
か
み
な
づ
き
」
の
歌
を
巻
頭
に
配
す
る
理
由
は
、
出

家
前
の
高
光
を
村
上
天
皇
の
勅
題
に
応
え
た
歌
才
あ
る
人
物
と
し
て
晴
の
場

に
据
え
、
出
家
へ
と
転
ず
る
生
の
明
暗
を
分
か
つ
た
め
で
は
な
い
か
。

天
暦
三
年
三
月
つ
ご
も
り
の
日
、
ま
た
人
め
し
て
、
花
も
鳥
も
春

を
お
く
り
す
と
い
ふ
心
あ
る
詩
つ
く
ら
せ
給
ふ
に
、
や
が
て
や
ま

と
う
た
ひ
と
つ
そ
へ
て
た
て
ま
つ
れ
、
と
お
ほ
せ
ご
と
あ
る
に

さ
く
花
の
の
ど
け
き
春
の
あ
め
に
こ
そ
ふ
か
き
に
ほ
ひ
も
あ
ら
は
れ
に

け
れ
（
一
〇
）

　
「
天
暦
三
年
三
月
つ
ご
も
り
の
日
」
の
詞
書
に
は
、
疑
義
が
あ
る
。『
村
上

天
皇
御
記
』
天
暦
三
年
三
月
三
〇
日
条
に
「
此
日
於
蔵
人
所
有
尚
書
竟
宴
」、

『
九
暦
抄
』
に
も
同
年
同
日
「
蔵
人
所
尚
書
竟
宴
事
」
と
記
さ
れ
、「
尚
書
竟

宴
」
が
催
さ
れ
た
事
実
は
確
認
で
き
るＲ
。
た
だ
、
こ
の
年
高
光
は
一
一
歳
で

あ
り
、
歌
を
詠
ん
だ
記
録
は
な
い
。
青
木
賜
鶴
子
が
「
天
暦
三
年
（
九
四
九
）

尚
書
竟
宴
の
折
に
出
詠
す
る
な
ど
歌
才
を
発
揮
し
たＳ
」
と
記
す
の
は
、
こ
の

詞
書
に
拠
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

伝
本
中
、
彰
考
館
本
（
兼
盛
集
と
の
合
綴
本
）
の
み
が
「
天
と
く
三
年
」
と
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記
す
。「
天
と
く
三
年
」
で
あ
れ
ば
、『
日
本
紀
略
』
天
徳
三
年
三
月
三
〇
日

条
に
「
召
文
人
於
秘
書
閣
。
令
賦
春
被
鶯
花
送
之
詩
」
と
、
村
上
天
皇
が
文

人
た
ち
を
召
し
て
、
春
が
鶯
や
花
に
送
別
さ
れ
る
と
の
題
意
の
詩
を
作
ら
せ

た
記
録
が
あ
るＴ
。
従
っ
て
、
一
〇
番
歌
の
詞
書
は
「
天
徳
」
を
「
天
暦
」
に

誤
記
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
、「
ま
た
人
」
を
「
文
人
」
と
す
る
伝

本
（
御
所
本
・
群
書
類
従
本
・
正
保
版
本
）
が
あ
り
、「
文
」
を
「
又
」
と
誤
写
し
、

さ
ら
に
平
仮
名
に
記
し
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。「
天
徳
三
年
」
に
、
二
一
歳

の
高
光
が
文
人
と
し
て
認
知
さ
れ
、
村
上
天
皇
に
召
し
出
さ
れ
た
晴
の
場
で

の
詠
が
一
〇
番
歌
と
推
断
し
た
い
。

（
２
）
出
家
へ
の
導
因

村
上
の
帝
か
く
れ
さ
せ
た
ま
へ
る
こ
ろ
、
月
を
見
て

か
く
ば
か
り
へ
が
た
く
み
ゆ
る
世
の
中
に
う
ら
や
ま
し
く
も
す
め
る
月

か
な
（
三
五
）

　

三
五
番
歌
の
他
出
は
多
く
、『
拾
遺
抄
』、『
拾
遺
集
』
の
他
に
、『
金
玉
集
』

雑
・
六
一
（
初
句
「
し
ば
し
だ
に
」）、『
三
十
六
人
撰
』
七
五
、『
和
漢
朗
詠
集
』

述
懐
・
七
六
五
、『
栄
花
物
語
』「
月
の
宴
」
高
光
出
家
譚
等
に
見
え
る
。
先

ず
、
唐
草
本
と
『
拾
遺
抄
』、『
拾
遺
集
』
と
を
比
較
す
る
。

法
師
に
な
ら
ん
と
お
も
ひ
侍
り
け
る
こ
ろ
、
月
を
見
侍
り
て

少
将
高
光

か
く
ば
か
り
へ
が
た
く
見
ゆ
る
よ
の
中
に
う
ら
や
ま
し
く
も
す
め
る
つ

き
か
な 

（
拾
遺
抄
・
雑
下
・
五
〇
〇
）

法
師
に
な
ら
ん
と
思
ひ
た
ち
侍
り
け
る
こ
ろ
、
月
を
見
侍
り
て

藤
原
た
か
み
つ

か
く
ば
か
り
へ
が
た
く
見
ゆ
る
世
の
中
に
う
ら
山
し
く
も
す
め
る
月
か

な 

（
拾
遺
集
・
雑
上
・
四
三
五
）

　
『
拾
遺
抄
』・『
拾
遺
集
』
詞
書
は
と
も
に
、
出
家
へ
向
か
う
歌
と
す
る
。

笹
川
も
、
公
任
が
高
光
の
孫
娘
婿
で
あ
る
た
め
、『
拾
遺
抄
』
の
詞
書
は
信

頼
で
き
る
と
し
、
三
五
番
歌
を
出
家
直
前
の
詠
に
位
置
づ
け
るＵ
。
し
か
し
、

稿
者
は
、
唐
草
本
が
根
幹
形
態
を
留
め
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、
出
家
後
の

高
光
が
村
上
天
皇
の
崩
御
を
哀
悼
し
た
詠
と
捉
え
る
。
天
皇
も
人
の
世
の
定

め
の
内
に
あ
り
、
天
上
の
月
だ
け
が
、
死
す
べ
き
人
の
世
を
澄
ん
だ
光
で
照

ら
し
出
し
て
い
る
と
、
御
代
の
終
焉
を
悼
み
、
か
つ
遁
世
し
た
自
身
も
、
死

す
べ
き
運
命
か
ら
は
逃
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
思
い
を
籠
め
た
歌
と
解
読
す
る
。

　

図
Ｃ
は
、
村
上
天
皇
の
関
わ
る
歌
を
中
心
に
、
天
皇
の
異
母
姉
で
も
あ
る

二
人
の
母
の
死
、
父
の
死
、
崩
御
以
降
の
歌
を
ま
と
め
、
五
、
六
、
三
四
番

歌
の
詞
書
を
付
し
た
表
で
あ
る
。
こ
の
表
に
は
着
目
す
べ
き
こ
と
が
二
つ
あ

る
。
一
つ
は
、
三
五
番
歌
に
村
上
天
皇
の
御
代
の
公
私
に
わ
た
る
高
光
と
、

村
上
天
皇
崩
御
時
の
出
家
後
の
高
光
と
の
二
つ
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
同
時
に
重

ね
合
わ
せ
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
唐
草
本
の
四
三

首
を
、
高
光
の
出
家
の
話
題
で
二
分
割
す
る
の
で
は
な
く
、
二
つ
の
イ
メ
ー

ジ
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
出
家
前
後
の
時
間
を
繋
ぐ
の
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
天
皇
や
父
母
を
配
し
て
高
光
の
出
自
を
示
し
、
そ
の
上
で
、

歌
の
配
列
に
よ
っ
て
出
家
へ
と
傾
倒
す
る
心
情
を
表
す
こ
と
で
あ
る
。
三
番

歌
の
詞
書
で
母
雅
子
内
親
王
の
死
が
示
さ
れ
、
さ
ら
に
五
・
六
番
歌
の
詞
書

で
、
母
の
死
が
出
家
へ
の
最
初
の
契
機
で
あ
っ
た
よ
う
に
読
ま
せ
る
。
実
際

に
は
、
五
・
六
番
歌
の
詠
歌
年
は
不
明
で
、
母
の
死
が
契
機
と
な
っ
た
か
は

断
言
で
き
な
い
。
し
か
し
、
母
の
死
を
出
家
を
願
う
心
情
に
密
着
さ
せ
、
母

亡
き
後
の
、
継
母
で
叔
母
の
康
子
内
親
王
の
死
や
葬
送
の
歌
が
具
体
的
で
あ
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る
の
も
、
こ
う
し
た
心
情
の
反
映
で
あ
ろ
う
。
父
師
輔
の
死
は
三
一
番
歌
の

詞
書
に
示
さ
れ
る
の
み
で
、
哀
傷
歌
は
な
い
。
が
、
三
四
番
歌
の
詞
書
で
「
世

の
中
は
か
な
く
の
み
お
も
ほ
え
て
、
法
師
に
な
り
な
む
と
お
も
ふ
こ
ろ
」
と
、

父
の
死
を
も
出
家
の
決
意
に
結
び
付
け
、
最
終
的
に
、
村
上
天
皇
崩
御
を
出

家
要
因
に
位
置
付
け
る
の
で
あ
る
。
崩
御
は
康
保
四
年
（
九
六
七
）
五
月
二

五
日
の
こ
と
で
、
高
光
の
出
家
か
ら
は
五
年
半
も
経
過
し
て
お
り
、
理
由
と

は
な
り
得
な
い
。
し
か
し
、
唐
草
本
は
、
父
母
や
村
上
天
皇
の
死
を
年
次
順

に
並
べＶ
、
近
親
者
の
死
を
出
家
へ
向
か
う
高
光
の
心
理
に
結
び
つ
け
る
。

　

こ
こ
で
造
形
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
専
ら
出
家
へ
と
誘
引
さ
れ
る
高
光
の

姿
で
あ
る
。『
多
武
峯
少
将
物
語
』
に
描
か
れ
な
か
っ
た
出
家
要
因
に
焦
点

を
当
て
、
出
家
へ
向
か
う
高
光
の
心
境
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
企
図
す

る
。
ま
た
、
出
家
後
の
贈
答
歌
に
は
、『
多
武
峯
少
将
物
語
』
に
は
登
場
し

な
い
、
従
兄
弟
源
忠
清
、
甥
藤
原
朝
光
等
の
顔
ぶ
れ
を
配
し
、
交
流
を
新
た

に
補
填
す
る
。
つ
ま
り
、『
多
武
峯
少
将
物
語
』
の
読
者
で
あ
っ
た
親
族
や

出
家
を
知
る
者
た
ち
が
抱
く
疑
問
、「
高
光
の
出
家
理
由
」
へ
の
興
味
・
関

心
に
応
え
る
べ
く
編
集
さ
れ
た
家
集
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

七　

巻
軸
歌
の
意
味

　

巻
軸
の
四
三
番
歌
は
、
出
家
の
翌
年
、
叡
山
で
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。

ひ
え
の
山
に
住
み
侍
り
け
る
こ
ろ
、
人
の
た
き
も
の
を
こ
ひ
て
侍

り
け
れ
ば
、
梅
花
の
枝
に
わ
づ
か
に
ち
り
の
こ
り
て
侍
り
け
る
に

つ
け
て
、
つ
か
は
す
と
て

春
す
ぎ
て
ち
り
は
て
に
け
り
む
め
の
花
た
だ
か
ば
か
り
ぞ
え
だ
に
の
こ

れ
る
（
四
三
）

　

高
光
が
所
望
さ
れ
た
薫
物
は
、
梅
の
香
に
似
た
練
り
香
で
あ
ろ
う
。
上
の

句
の
「
春
す
ぎ
て
ち
り
は
て
に
け
り
む
め
の
花
」
は
唐
草
本
の
独
自
表
現
。

た
だ
、
初
句
の
「
春
過
ぎ
て
」
は
、

さ
く
ら
の
は
え
た
る
え
だ
の
あ
か
き
に
つ
け
て

は
る
す
ぎ
て
あ
き
は
ま
だ
こ
ぬ
ほ
ど
な
れ
ば
は
な
か
も
み
ぢ
か
え
こ
そ

図
Ｃ
　
数
字
は
歌
番
号
。
歌
中
人
物
。
括
弧
内
は
詞
書
等
。

１

　村
上
天
皇

３

　母
、
雅
子
内
親
王
薨
去
の
翌
年
（
母
宮
う
せ
給
ひ
て
の
ち
、
と
し
か
へ

り
て
、
あ
め
ふ
る
日
、
ひ
め
君
に
き
こ
え
し
）

５

（
世
の
中
、
は
か
な
く
の
み
お
ぼ
ゆ
る
こ
ろ
、
ゆ
き
の

ふ
る
日
）

６

（
出
家
せ
む
と
お
も
ふ
こ
ろ
、
た
た
む
が
み
に
か
き
つ

け
け
る
）

10

　村
上
天
皇

12
・
13

　叔
母
で
継
母
、
康
子
内
親
王
の
薨
去
と
葬
送
。
12
（
北
宮
か
く
れ

た
ま
へ
る
こ
ろ
）・
13
（
御
さ
う
そ
う
に
）

31

　父
、
藤
原
師
輔
の
薨
去
後
（
お
と
ど
う
せ
給
ひ
て
の
ち
、
新
嘗
會
の
こ

ろ
、
服
に
て
内
へ
も
え
ま
ゐ
ら
で
、
内
侍
の
も
と
に
）

34
（
世
の
中
は
か
な
く
の
み
お
も
ほ
え
て
、
法
師
に
な
り

な
む
と
お
も
ふ
こ
ろ
）

35

　村
上
天
皇
崩
御
（
村
上
の
帝
か
く
れ
さ
せ
た
ま
へ
る
こ
ろ
、
月
を
見

て
）
於
：
多
武
峰

36
〜
42

　於
：
多
武
峰
（
37
は
推
定
）

43

　
　
　於
：
比
叡
山
（
出
家
直
後
）
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さ
だ
め
ね 

（
中
務
集
〈
西
本
願
寺
本
〉・
一
五
五
）

の
よ
う
に
、
専
ら
季
節
が
変
わ
る
こ
と
を
表
す
の
で
違
和
感
を
覚
え
る
。

　

他
本
は
「
春
た
ち
て
」（
雲
母
摺
本
・
御
所
本
・
西
本
願
寺
本
）、「
春
立
て
」（
群

書
類
従
本
・
正
保
版
本
〈「
立
」
の
傍
記
に
「
過
」〉）
と
す
る
。
こ
の
「
春
立
ち
て
」

で
も
、「
立
春
に
な
っ
て
梅
の
花
が
す
っ
か
り
散
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
な
り
、

調
和
し
な
い
。「
春
立
ち
て
」「
ち
り
は
て
る
」「
梅
」
の
語
句
が
揃
う
歌
は

見
当
た
ら
な
い
。「
た
つ
」
に
は
、『
源
氏
物
語
』「
紅
葉
賀
」
の
「
つ
れ
な

く
て
立
ち
ぬＷ
」
の
よ
う
に
、「
時
が
経
過
す
る
」
意
の
用
法
も
あ
る
。し
か
し
、

和
歌
に
お
け
る
「
春
た
つ
」
は
、

平
仲
和
歌
合
初
春

春
た
ち
て
な
ほ
ふ
る
雪
は
む
め
の
花
咲
く
ほ
ど
も
な
く
ち
る
か
と
ぞ
お

も
ふ 

（
躬
恒
集
〈
書
陵
部
蔵
御
所
本
〉・
一
六
〇
）

の
よ
う
に
、「
立
春
」
の
意
で
あ
り
、「
春
経
つ
」
の
意
で
用
い
ら
れ
た
歌
は

見
出
せ
な
い
。『
小
大
君
集
』
三
六
が
初
句
を
「
春
風
に
」、
源
氏
注
の
『
河

海
抄
』「
梅
枝
」
所
引
の
一
五
四
九
番
歌
が
『
高
光
日
記
』
を
出
典
と
し
て

「
春
過
て
ち
り
残
り
け
るＸ
」
と
す
る
の
は
、
歌
意
に
よ
る
校
訂
で
あ
ろ
う
。

　

竹
鼻
績
は
「
む
め
の
花
た
だ
か
ば
か
り
」
に
つ
い
て
、『
源
氏
物
語
』「
梅

枝
」
の
「
ち
り
す
き
た
る
む
め
の
え
た
に
つ
け
た
る
御
文
」
に
当
該
歌
を
意

識
し
た
趣
向
を
認
め
、
ま
た
『
源
氏
物
語
』「
真
木
柱
」
の
帝
の
歌
の
「
梅

の
花
た
だ
か
ば
か
り
」
と
あ
る
表
現
も
「
遡
源
す
れ
ば
如
覚
法
師
の
歌
に
ゆ

き
つ
く
」
等
、
高
光
出
家
へ
の
関
心
か
ら
、
和
歌
が
享
受
さ
れ
た
こ
と
を
指

摘
す
るＹ
。

　

先
行
研
究
で
は
当
該
歌
を
、『
拾
遺
抄
』（
笹
川
）、『
拾
遺
集
』（
山
口
、
島
田
、

新
田
）
か
ら
の
増
補
と
見
る
。
巻
軸
が
出
家
直
後
の
歌
で
は
、
年
代
順
の
配

列
に
反
す
る
た
め
で
あ
る
。

比
叡
の
山
に
す
み
侍
り
け
る
こ
ろ
、
人
の
た
き
も
の
を
こ
ひ
て
侍

り
け
れ
ば
、
侍
り
け
る
ま
ま
に
す
こ
し
を
梅
の
花
の
ち
り
の
こ
り

た
る
え
だ
に
つ
け
て
つ
か
は
す
と
て

　
　
　
　
　
　
　
　

如
覚
法
師

は
る
た
ち
て
ち
り
は
て
に
け
り
む
め
の
は
な
た
だ
か
ば
か
り
ぞ
え
だ
に

の
こ
れ
る 

（
拾
遺
抄
〈
島
根
大
学
図
書
館
本
〉・
雑
上
・
四
〇
四
）

ひ
え
の
山
に
す
み
侍
り
け
る
こ
ろ
、
人
の
た
き
物
を
こ
ひ
て
侍
り

け
れ
ば
、
侍
り
け
る
ま
ま
に
す
こ
し
を
梅
の
花
の
わ
づ
か
に
ち
り

の
こ
り
て
侍
る
え
だ
に
つ
け
て
つ
か
は
し
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　

如
覚
法
師

春
す
ぎ
て
ち
り
は
て
に
け
る
梅
の
花
た
だ
か
ば
か
り
ぞ
枝
に
の
こ
れ
る

（
拾
遺
集
・
雑
春
・
一
〇
六
三
）

　

山
口
・
島
田
は
と
も
に
『
拾
遺
集
』
と
の
詞
書
等
の
酷
似
を
増
補
の
理
由

と
し
、
笹
川
も
詞
書
の
酷
似
を
理
由
に
『
拾
遺
抄
』
に
よ
っ
て
唐
草
本
が
増

補
さ
れ
た
と
見
るＺ
。
笹
川
は
ま
た
、『
拾
遺
抄
』
の
初
句
が
「
は
る
た
ち
て
」

な
の
で
、「
は
る
た
ち
て
」
が
「
春
過
ぎ
て
」
よ
り
「
古
い
本
文
で
あ
っ
た

ら
し
い
」
が
「
何
ら
か
の
本
文
に
混
乱
が
あ
っ
た
」
と
す
るａ
。
笹
川
が
使
用

し
た
『
拾
遺
抄
』
は
島
根
大
学
図
書
館
本
（
流
布
本
系
統ｂ
）
だ
が
、
宮
内
庁

書
陵
部
本
（
四
〇
五
・
一
一
一
）『
拾
遺
抄
』（
異
本
Ａ
系
統
）
に
当
該
歌
は
な
い
。

静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
貞
和
三
年
奥
書
本
『
拾
遺
抄
』（
異
本
Ｂ
系
統
）
で
は
、「
は

る
た
ち
て
」
に
「
ス
キ
テ
」、「
ち
り
の
こ
り
た
る
」
に
「
ハ
テ
ニ
ケ
ル
（
朱
）」

と
、
傍
線
部
に
片
仮
名
の
傍
記
（
朱
）
が
付
さ
れ
て
お
り
、
直
ち
に
「
春
た

ち
て
」
を
古
い
本
文
で
あ
る
と
は
決
し
が
た
い
。
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『
拾
遺
抄
』・『
拾
遺
集
』
と
唐
草
本
と
の
関
係
を
見
る
と
、『
拾
遺
抄
』・『
拾

遺
集
』
に
採
ら
れ
た
高
光
歌
は
四
首
あ
り
、
唐
草
本
に
は
な
い
一
首
（
既
述
、

詞
書
「
さ
く
な
ん
さ
」）
を
含
む
。『
拾
遺
抄
』・『
拾
遺
集
』
と
の
相
違
は
、
唐

草
本
五
番
歌
、
三
五
番
歌
（
既
述
）
の
詞
書
に
顕
著
で
あ
る
。
唐
草
本
五
番

歌
は
、「
世
の
中
、
は
か
な
く
の
み
お
ぼ
ゆ
る
こ
ろ
、
ゆ
き
の
ふ
る
日
」
で

あ
る
が
、『
拾
遺
抄
』
雑
上
・
四
二
九
、『
拾
遺
集
』
哀
傷
・
一
三
三
二
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
「
法
師
に
成
り
は
べ
ら
ん
と
し
け
る
こ
ろ
」、「
法
師
に
な
ら
ん
と

し
け
る
こ
ろ
」
と
近
似
す
る
。
し
か
し
、
唐
草
本
の
意
味
と
は
異
な
る
。
結

局
、
詞
書
が
類
似
す
る
の
は
四
三
番
歌
の
み
と
な
る
が
、
こ
の
一
首
の
詞
書

の
類
似
を
理
由
と
し
て
、
増
補
と
判
断
す
る
の
は
難
し
い
。

　

唐
草
本
四
三
番
歌
に
詠
ま
れ
た
、
わ
ず
か
に
枝
に
残
っ
た
梅
の
花
と
香
と

は
、
高
光
の
俗
世
へ
の
思
い
を
残
り
香
に
喩
え
る
か
の
よ
う
で
あ
り
、「
か

ば
か
り
（
香
ば
か
り
・
こ
れ
だ
け
）」
と
悟
っ
た
果
て
の
詠
と
読
め
る
。
こ
の

歌
を
巻
軸
に
置
く
こ
と
で
、
高
光
の
出
家
者
と
し
て
の
自
覚
を
定
か
に
す
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

先
の
「
四　

配
列
の
意
図
」
に
お
い
て
唐
草
本
の
配
列
の
吟
味
を
し
、
高

光
歌
は
年
代
順
に
配
列
さ
れ
た
と
は
言
い
難
く
、
配
列
に
は
操
作
が
見
え
る

と
指
摘
し
た
。
こ
の
こ
と
や
歌
意
の
検
討
を
踏
ま
え
、
総
合
的
に
判
断
す
る

と
、
四
三
番
歌
を
増
補
と
す
る
決
め
手
は
な
く
、
編
ま
れ
た
当
初
か
ら
巻
軸

に
配
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

八　

結
び
に

　

配
列
・
構
成
、
編
集
等
に
つ
い
て
再
考
す
る
た
め
、
諸
資
料
を
精
査
し
、

高
光
の
経
歴
、
村
上
天
皇
を
は
じ
め
高
光
を
取
り
巻
く
人
々
と
の
関
係
性
、

『
多
武
峯
少
将
物
語
』
と
の
関
連
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　

唐
草
本
は
、
必
ず
し
も
年
代
順
に
配
列
さ
れ
た
家
集
で
は
な
い
。
出
家
直

前
の
歌
と
、
出
家
生
活
の
始
発
を
示
す
歌
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
巻
頭
と
巻
軸
に

配
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

村
上
天
皇
崩
御
の
詞
書
を
付
す
三
五
番
歌
に
二
つ
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
、

一
番
歌
か
ら
三
五
番
歌
ま
で
は
出
家
前
の
高
光
に
比
重
を
置
き
、
三
五
番
歌

か
ら
四
三
番
歌
ま
で
を
出
家
後
の
交
流
の
一
端
を
表
す
も
の
と
し
て
後
半
に

添
え
る
。
配
列
・
構
成
や
歌
意
の
検
討
、『
拾
遺
抄
』・『
拾
遺
集
』
と
の
関

係
性
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
四
三
番
歌
は
増
補
さ
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
む
し
ろ
成
立
当
初
か
ら
巻
軸
に
据
え
ら
れ
た
歌
で
は
な
い
か
と
す
る
。

　

唐
草
本
は
、
村
上
天
皇
の
血
脈
に
繋
が
る
高
光
の
才
能
や
交
流
等
を
映
し

出
す
が
、
そ
の
高
光
の
姿
は
、
父
母
の
死
や
出
家
事
跡
に
添
い
つ
つ
も
、
和

歌
の
配
列
・
構
成
に
よ
っ
て
造
形
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
多
武
峯
少
将
物

語
』
で
は
描
か
れ
な
か
っ
た
出
家
の
要
因
を
探
り
、
出
家
へ
と
向
か
う
心
境

を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
、
血
縁
者
周
辺
が
編
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。『
多
武

峯
少
将
物
語
』
の
読
者
や
、
出
家
の
事
実
の
み
を
知
る
者
た
ち
に
向
け
て
、

高
光
の
出
家
前
後
の
姿
を
留
め
、
出
家
要
因
へ
の
疑
問
、
興
味
・
関
心
に
応

え
る
た
め
に
編
ま
れ
た
家
集
と
想
定
す
る
。
な
お
、
成
立
・
編
者
に
つ
い
て

は
、
さ
ら
に
検
討
の
必
要
が
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（
１

） 

没
年
は
『
多
武
峰
略
記
』「
正
暦
五
年
三
月
十
日
。
沐
浴
浄
衣
。
端
座
合
掌
。

向
西
方
唱
弥
陀
宝
号
。
書
偈
曰
。
比
来
修
行
念
仏
業
。
常
願
西
方
極
楽
界
。
臨

終
夕
初
見
三
聖
。
賢
愚
莫
疑
浄
土
教
矣
。
投
筆
遷
化
」
に
拠
る
（『
群
書
類
従
』

第
二
十
四
輯
釈
家
部
、Japan K

now
ledge Lib

）。
他
の
没
年
説
に
、『
斎
宮

女
御
集
』
七
二
番
歌
詞
書
「
み
ね
の
君
う
せ
て
の
こ
ろ
」、
二
三
〇
番
歌
詞
書
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「
た
う
の
み
ね
の
君
な
く
な
り
給
へ
る
こ
ろ
」
を
根
拠
と
す
る
、
寛
和
元
年
（
九

八
五
）
以
前
と
す
る
も
の
が
あ
る
。

（
２

） 
勅
撰
集
入
集
二
三
首
の
内
訳
（
括
弧
内
は
唐
草
本
の
歌
番
号
。
無
は
、
唐
草

本
か
ら
の
入
集
な
し
。
47
は
西
本
願
寺
本
の
歌
番
号
）。『
拾
遺
集
』
四
首
（
５

、

35
、
43
）、『
新
古
今
集
』
六
首
（
１

、
２

、
23
、
37
、
47
）、『
新
勅
撰
集
』
三

首
（
24
、
31
、
32
）、『
続
後
撰
集
』
一
首
（
９

）、『
続
古
今
集
』
二
首
（
12
）、

『
玉
葉
集
』
一
首
（
３

）、『
続
千
載
集
』
一
首
（
30
）、『
続
後
拾
遺
集
』
二
首

（
13
、
39
）、『
新
千
載
集
』
一
首
（
８

）、『
新
拾
遺
集
』
一
首
（
無
）、『
新
後

拾
遺
集
』
一
首
（
無
）。

 

参
考
：『
拾
遺
抄
』
四
首
（
５

、
35
、
43
。
た
だ
し
43
は
、
島
根
大
学
図
書
館
本
、

静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
貞
和
三
年
奥
書
本
に
拠
る
）。

（
３

） 

新
田
孝
子
『
多
武
峰
少
将
物
語
の
様
式
』「
第
一
章
、
第
四
節
『
高
光
集
』

と
の
契
縁
」（
風
間
書
房
一
九
八
七
）。

（
４

） 

名
称
は
『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
第
一
巻
に
拠
る
（
萩
谷
朴
編
、
同
朋
舎
一
九

七
九
）。

（
５

） 

名
称
は
『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
第
二
巻
に
拠
る
（
出
典
、
注
４

参
照
）。

（
６

） 

『
歌
合
集
』（
萩
谷
朴
・
谷
山
茂
校
注
、
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
一

九
六
五
）。

（
７

） 

『
安
法
法
師
集
』
四
九
番
歌
脚
注
（『
平
安
私
家
集
』
所
収
、
犬
養
廉
・
後
藤

祥
子
・
平
野
由
紀
子
校
注
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
一
九
九
四
）。

（
８

） 

『
安
法
法
師
集
』
六
六
番
歌
詞
書
は
、「
入
道
少
将
の
御
も
と
に
い
ひ
や
り
け

る
」
と
あ
る
（
出
典
、
注
７

参
照
）。

（
９

） 

『
村
上
天
皇
御
記
』「
応
和
元
年
十
一
月
廿
三
日
癸
未
。
此
日
春
日
祭
使
右
少

将
高
光
参
入
」（『
三
代
御
記
逸
文
集
成
』
古
代
史
料
叢
書
第
三
輯
、
国
書
刊
行

会
一
九
八
二
）。

（
10
） 

『
多
武
峰
略
記
』「
応
和
元
年
十
二
月
五
日
詣
叡
山
横
川
。
礼
増
賀
上
人
出
家

受
戒
。
同
二
年
八
月
登
多
武
峰
修
常
行
三
昧
」（
出
典
、
注
１

参
照
）。
な
お
、

平
林
盛
得
は
、「
増
賀
上
人
」
で
は
な
く
「
良
源
」
と
比
定
し
た
（『
国
文
学　

言
語
と
文
芸
』
大
修
館
書
店
一
九
六
三
・
九
）。

（
11
） 

出
典
、
注
９

参
照
。

（
12
） 

出
典
、
注
１

参
照
。

（
13
） 

玉
井
幸
助
『
多
武
峯
少
将
物
語
』
附
録
「
三　

成
立
と
作
者
」（
塙
書
房
一

九
六
〇
）。
成
立
も
同
。

（
14
） 

笹
川
博
司
『
多
武
峯
少
将
物
語
』
解
説
（『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
日
本
文
学

W
eb

図
書
館
）。

（
15
） 

門
澤
功
成
「『
多
武
峯
少
将
物
語
』
の
成
立
基
盤
と
読
者
│
あ
い
宮
の
担
う

師
輔
没
後
の
閉
塞
感
を
基
点
と
し
て
│
」（『
中
古
文
学
』
第
七
八
号
、
中
古
文

学
会
二
〇
〇
六
・
一
二
）。

（
16
） 

『
多
武
峯
少
将
物
語
本
文
及
び
総
索
引
』「
一　

少
将
出
家
」（
小
久
保
崇
明

編
、
笠
間
書
院
一
九
七
二
）。

（
17
） 

『
栄
花
物
語
上
』「
月
の
宴
」（
松
村
博
司
・
山
中
裕
校
注
、
日
本
古
典
文
学

大
系
、
岩
波
書
店
一
九
六
四
）。『
大
鏡
』
中
「
一　

右
大
臣
師
輔
」（
松
村
博

司
校
注
、
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
一
九
六
〇
）。『
古
本
説
話
集
』﹇
高

光
少
將
事
第
三
十
﹈（『
梅
沢
本
古
本
説
話
集
』
川
口
久
雄
校
訂
、
岩
波
文
庫
一

九
五
五
）。

 

『
新
古
今
集
』
雑
下
・
一
七
一
八
、
一
七
一
九
。

少
将
高
光
、
横
河
に
の
ぼ
り
て
、
か
し
ら
お
ろ
し
侍
り
に
け
る
を
、

き
か
せ
給
ひ
て
つ
か
は
し
け
る　

天
暦
御
歌

都
よ
り
雲
の
八
重
た
つ
お
く
山
の
横
河
の
水
は
す
み
よ
か
る
ら
む
（
一
七

一
八
）御

返
し　

如
覚

百
城
の
内
の
み
つ
ね
に
恋
し
く
て
雲
の
八
重
た
つ
山
は
す
み
う
し
（
一
七

一
九
）

（
18
） 

伝
本
の
ま
と
め
に
は
、
次
の
Ⅰ
〜
Ⅲ
を
参
考
に
し
た
。
Ⅰ
笹
川
博
司
『
高
光

集
』
解
説
（『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
日
本
文
学W

eb

図
書
館
）。Ⅱ
芦
田
耕
一
『
高

光
集
』
解
題
（『
新
編
国
歌
大
観
』
日
本
文
学W

eb

図
書
館
）。Ⅲ
小
林
一
彦
『
高

光
集
雲
母
摺
本
』
解
題
（『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
九
十
一
巻
、
平
安
私
家
集　

十
三　

擬
定
家
本
私
家
集
続
々
』
朝
日
新
聞
社
二
〇
一
五
）。

（
19
） 

『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
二
十
巻
、
平
安
私
家
集　

七
』
所
収
「
高
光
集
唐

草
装
飾
本
」
影
印
（
朝
日
新
聞
社
一
九
九
九
）。
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（
20
） 

小
林
一
彦
『
高
光
集
雲
母
摺
本
』
解
題
で
は
、「
御
所
本
は
『
冷
泉
家
時
雨

亭
文
庫
蔵
雲
母
摺
本
』
を
転
写
し
た
本
」
と
す
る
（
出
典
、
注
18
Ⅲ
参
照
）。

（
21
） 
彰
考
館
蔵
兼
盛
集
合
綴
本
（
巳
八
│
〇
七
〇
五
〇
）。
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

と
紙
焼
本
が
、
国
文
学
研
究
資
料
館
に
あ
る
。

（
22
） 
新
藤
協
三
「
高
光
・
た
か
み
つ
」
解
題
〔
新
編
補
遺
〕
に
拠
る
（『
新
編
私

家
集
大
成
』
日
本
文
学W

eb

図
書
館
）。

（
23
） 

主
な
先
行
研
究
①
〜
⑨
と
主
な
底
本
。

 

①
山
根
對
助
「
藤
原
高
光
の
出
家
」（『
国
語
国
文
研
究
』
第
九
号
、
北
海
道
大

学
国
語
国
文
学
会
一
九
五
六
・
三
）。
②
玉
井
幸
助
「
藤
原
高
光
伝
」
底
本
：

群
書
類
従
本
（
出
典
、
注
13
参
照
）。
③
山
口
博
「
藤
原
高
光
集
論
」
底
本
：

正
保
版
本
。（『
王
朝
歌
壇
の
研
究　

村
上
・
冷
泉
・
円
融
朝
篇
』
桜
楓
社
一
九

六
七
）。
④
島
田
良
二
「
藤
原
高
光
集
」（『
平
安
前
期
私
家
集
の
研
究
』
桜
楓

社
一
九
六
八
）。
⑤
阿
部
俊
子
「
第
二
章　

多
武
峯
少
将
物
語
と
高
光
集
」
底

本
：
書
陵
部
本
（
御
所
本
）
＋
群
書
類
従
本
一
九
番
歌
（『
歌
物
語
と
そ
の
周
辺
』

風
間
書
房
一
九
六
九
）。
⑥
芦
田
耕
一
「『
多
武
峯
少
将
物
語
』
序
論
」（『
国
文

学
研
究
ノ
ー
ト
』
創
刊
号
、
神
戸
大
学
「
研
究
ノ
ー
ト
」
の
会
一
九
七
二
・
一

二
）。「
高
光
出
家
の
原
因
を
め
ぐ
っ
て
」（『
平
安
文
学
研
究
』
第
五
十
八
輯
、

平
安
文
学
研
究
会
一
九
七
七
・
一
一
）。
⑦
田
代
愛
子
「
平
安
貴
族
の
ア
ン
ニ
ュ

イ
│
藤
原
高
光
を
中
心
と
し
て
│
」（『
香
椎
潟
』
第
二
十
四
号
、
福
岡
女
子
大

学
国
文
学
会
一
九
七
八
・
一
二
）。
⑧
新
田
孝
子
、
底
本
：
群
書
類
従
本
（
出
典
、

注
３

参
照
）。
⑨
笹
川
博
司
『
高
光
集
と
多
武
峯
少
将
物
語
│
本
文
・
注
釈
・

研
究
│
』
底
本
：
唐
草
本
（
風
間
書
房
二
〇
〇
六
）。

（
24
） 

『
九
暦
抄
』「
天
暦
二
年
八
月
一
九
日
、（
中
略
）
高
光
依
召
候
御
前
、
随
仰

暗
誦
文
選
三
都
賦
序
、
帝
感
歎
云
云
」（『
大
日
本
古
記
録
九
暦
』
所
収
、
東
京

大
學
史
料
編
纂
所
、
岩
波
書
店
一
九
五
八
）。

（
25
） 

『
日
本
紀
略
』「
天
徳
四
年
九
月
廿
三
日
庚
申
。
今
夜
亥
三
剋
。
内
裏
焼
亡
」。

「
天
徳
四
年
十
一
月
四
日
庚
子
。
天
皇
自
職
曹
司
遷
御
冷
泉
院
」。「
応
和
元
年

十
一
月
廿
日
庚
辰
。（
中
略
）
今
日
。亥
二
点
。天
皇
自
冷
泉
院
遷
御
新
造
内
裏
」

（
新
訂
増
補
完
成
記
念
版
国
史
大
系
第
十
一
巻
『
日
本
紀
略
後
篇
・
百
錬
抄
』

所
収
、
黒
板
勝
美
・
国
史
大
系
編
修
会
編
輯
、
吉
川
弘
文
館
一
九
六
五
）。

（
26
） 

『
篁
集
』（
書
陵
部
本
）
か
ら
『
肥
後
集
』（
書
陵
部
本
）
ま
で
の
私
家
集
。

（
27
） 

『
村
上
天
皇
御
記
』「
天
暦
三
年
三
月
三
十
日
。
此
日
於
蔵
人
所
有
尚
書
竟
宴
」

（
出
典
、
注
９

参
照
）。『
九
暦
抄
』「
天
暦
三
年
三
月
卅
日
、
蔵
人
所
尚
書
竟
宴

事
」（
出
典
、
注
24
参
照
）。

（
28
） 

青
木
賜
鶴
子
「
藤
原
高
光
」
解
説
（『
朝
日
日
本
歴
史
人
物
事
典
』
朝
日
新

聞
社
一
九
九
四
）。

（
29
） 

『
日
本
紀
略
』「
天
徳
三
年
三
月
卅
日
乙
亥
。
召
文
人
於
秘
書
閣
。
令
賦
春
被

鶯
花
送
之
詩
。
御
製
」（
出
典
、
注
25
参
照
）。

（
30
） 

笹
川
博
司
「
全
釈
Ⅰ　

高
光
集
」
三
五
番
歌
評
釈
。「
藤
原
公
任
が
高
光
の

孫
婿
で
あ
る
と
い
う
点
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
公
任
撰
の
『
拾
遺
抄
』
の
詞
書

が
最
も
信
頼
で
き
る
資
料
で
あ
ろ
う
」（
出
典
、
注
23
⑨
参
照
）。

（
31
） 

母
雅
子
内
親
王
：『
一
代
要
記
』「
天
暦
八
年
八
月
廿
九
日
薨
、
四
十
五
」（『
続

神
道
大
系
朝
儀
祭
祀
編 

一
代
要
記
㈠
』
石
田
実
洋
他
校
注
、
神
道
大
系
編
纂

会
二
〇
〇
五
）。
／
叔
母
・
継
母
、
康
子
内
親
王
：『
日
本
紀
略
』「
天
徳
元
年

六
月
六
日
辛
酉
。
一
品
康
子
内
親
王
薨
。
六
月
十
日
乙
丑
。（
中
略
）
今
日
親

王
葬
送
也
」。
／
父
師
輔
：『
日
本
紀
略
』「
天
徳
四
年
五
月
四
日
壬
寅
。
入
道

右
大
臣
薨
于
九
條
第
。
年
五
十
三
」。
／
村
上
天
皇
：『
日
本
紀
略
』「
康
保
四

年
五
月
廿
五
日
癸
丑
。（
中
略
）
巳
刻
天
皇
崩
于
清
涼
殿
。
春
秋
卌
二
」（『
日

本
紀
略
』
出
典
、
注
25
参
照
）。

（
32
） 

『
源
氏
物
語　

一
』「
紅
葉
賀
」（
鈴
木
日
出
男
校
注
担
当
、
新
日
本
古
典
文

学
大
系
、
岩
波
書
店
一
九
九
三
）。

（
33
） 

『
河
海
抄
』「
梅
枝
」（『
紫
明
抄
・
河
海
抄
』
所
収
、
玉
上
琢
彌
編
、
角
川
書

店
一
九
六
八
）。

 

「
ち
り
す
き
た
る
む
め
の
え
た
に
つ
け
た
る
御
文
」。

高
光
日
記
云
ひ
え
の
山
に
す
み
侍
け
る
こ
ろ
人
の
た
き
物
を
こ
ひ
て
侍
け
れ
は

侍
け
る
ま
ゝ
に
す
こ
し
梅
の
花
の
わ
つ
か
に
ち
り
残
り
て
侍
え
た
に
つ
け
て
つ

か
は
し
け
る

春
過
て
ち
り
残
り
け
る
梅
の
花
た
ゝ
か
は
か
り
そ
枝
に
の
こ
れ
る見

拾
遺
集

（
34
） 

竹
鼻
績
『
拾
遺
抄
注
釈
』「
巻
第
九
、
補
８

」
補
説
（
笠
間
書
院
二
〇
一
四
）。
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「『
源
氏
物
語
』（
真
木
柱
）
に
あ
る
帝
の
『
九
重
に
霞
へ
だ
て
ば
梅
の
花
た
だ

か
ば
か
り
も
匂
ひ
こ
じ
と
や
』
と
い
う
歌
の
『
梅
の
花
た
だ
か
ば
か
り
』
と
い

う
表
現
も
遡
源
す
れ
ば
如
覚
法
師
の
歌
に
ゆ
き
つ
く
」。

（
35
） 
出
典
、
注
23
③
・
④
・
⑨
参
照
。

（
36
） 
笹
川
博
司
「
全
釈
Ⅰ　

高
光
集
」
四
三
番
歌
評
釈
（
出
典
、
注
23
⑨
参
照
）。

（
37
） 

『
拾
遺
抄
』
の
伝
本
「
島
根
大
学
図
書
館
本
」・「
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
貞
和
三

年
奥
書
本
」
及
び
歌
番
号
は
、
片
桐
洋
一
編
著
『
拾
遺
抄
│
校
本
と
研
究
│
』

（
大
学
堂
書
店
一
九
七
七
）
に
拠
る
。

※ 

本
文
引
用
に
際
し
、
固
有
名
詞
以
外
は
漢
数
字
表
記
を
統
一
し
、
重
要
箇
所
に

傍
線
を
付
し
た
。

※ 

『
高
光
集
』
の
本
文
は
、
底
本
（
唐
草
本
）
を
私
に
翻
刻
し
た
も
の
を
用
い
た
。

表
記
は
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
、
繰
り
返
し
記
号
は
仮
名
に
改
め
、
適
宜
、
読
点

と
濁
点
を
付
し
た
。
特
に
七
番
歌
は
、
他
本
に
よ
り
括
弧
内
の
語
句
に
校
訂
し

た
。
し
ら
ぬ
人
（
あ
ら
ぬ
人
）。
た
へ
人
（
か
た
へ
の
人
）。

※ 

『
高
光
集
』
以
外
の
和
歌
の
引
用
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
『
新
編
国
歌
大
観
』

に
拠
っ
た
。

※ 

本
稿
は
、
和
歌
文
学
会
例
会
（
二
〇
一
八
年
一
一
月
一
七
日
、
於
二
松
學
舍
大

学
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
い
て
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。

新　

刊　

紹　

介

野
本
瑠
美
著

『
中
世
百
首
歌
の
生
成
』

　

学
部
生
の
こ
ろ
だ
っ
た
か
、
中
世
和
歌
を
学
び

た
い
な
ら
題
詠
・
歌
合
・
定
数
歌
を
理
解
す
る
こ

と
か
ら
始
め
よ
、
と
教
わ
っ
た
記
憶
が
あ
る
。
そ

れ
は
、
こ
の
三
つ
の
概
念
を
起
点
と
し
て
院
政
期

以
前
の
和
歌
と
は
様
相
を
異
に
す
る
作
品
が
数
多

く
制
作
さ
れ
て
い
っ
た
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

本
書
は
定
数
歌
の
う
ち
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
様

式
で
あ
る
百
首
歌
の
う
ち
、
院
政
期
か
ら
中
近
世

に
至
る
ま
で
の
間
に
つ
く
ら
れ
た
作
品
に
つ
い
て

論
じ
る
。
一
口
に
百
首
歌
と
い
っ
て
も
初
期
百

首
・
組
題
百
首
・
百
首
家
集
…
…
と
そ
の
形
態
は

多
様
だ
が
、
本
書
で
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
絞
る

こ
と
な
く
、
そ
の
多
様
な
あ
り
方
を
そ
れ
ぞ
れ
に

考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
百
首
歌
と
い
う
詠
歌

形
態
に
着
目
し
た
」
研
究
を
企
図
し
て
い
る
。

　

第
一
章
で
は
応
制
百
首
で
あ
る
久
安
百
首
を
、

第
二
章
で
は
そ
の
作
者
と
百
首
歌
と
の
関
わ
り
を

論
じ
る
。
第
三
章
で
は
寿
永
百
首
家
集
を
奉
納
百

首
と
い
う
観
点
か
ら
捉
え
直
す
。
第
四
章
で
は
菅

原
道
真
仮
託
の
私
家
集
の
う
ち
百
首
形
式
で
編
纂

さ
れ
た
も
の
を
「
天
神
仮
託
百
首
」
と
呼
称
し
、

託
宣
百
首
と
し
て
の
側
面
を
考
察
す
る
。
実
践
女

子
大
学
蔵
『
天
神
百
詠
』
翻
刻
も
付
す
。
多
面
的

な
考
察
に
よ
っ
て
、
中
世
和
歌
と
い
う
大
き
な
枠

組
み
の
中
で
百
首
歌
と
い
う
器
が
果
た
し
た
役
割

に
つ
い
て
、
そ
の
姿
を
立
体
的
に
把
握
す
る
こ
と

に
成
功
し
て
い
る
。

　

野
本
氏
に
よ
れ
ば
、
百
首
歌
と
は
「〈
心
〉
を

表
す
の
に
ふ
さ
わ
し
い
〈
か
た
ち
〉
を
希
求
す
る
」

歌
人
た
ち
が
到
達
し
た
形
式
な
の
で
あ
る
。

　

百
首
歌
を
起
点
と
し
、
作
者
（
編
者
）
の
欲
求

を
実
現
す
る
手
段
と
し
て
の
和
歌
の
あ
り
方
を
捉

え
た
氏
の
考
究
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
、
百
首
歌
ひ

い
て
は
中
世
和
歌
研
究
は
さ
ら
に
深
化
す
る
に
違

い
な
い
。

（
二
〇
一
九
年
七
月　

若
草
書
房　

Ａ
５

判　

三

二
〇
頁　

本
体
一
二
〇
〇
〇
円
） 

〔
穴
井　

潤
〕


